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おわりのあるたびにでる－

はじまるはずだったけど－

うまれたら－

せいかつが－

ひとはみな－

あたらしい－
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できない

いまは－

たとえどんなにつらいことがあっても－ひきかえすことは－

こんなはずじ律ぃみんなそれをかんじて－くらし－ているよ－
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ちやんとうけいれているよ－

せぃいっぱいのこ とを－－

そのたびを－

いまできる－

きみたちは－

われわれが－
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たとえどんなにかなしいことがあっても－まえ－をむいて－あるいてきたね－

きょうもあしたもかんがえている－から－それ一をしんじてい－て－ほしい－
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いまはきっとだれもが じっとがまんするとき－ じぶんをみがくための－だい
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じなじかんになるさ－ さきはみえないけれど－ これもぜんぶうけいれて－
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